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継続テーマシンポジウム

11月1日（金） 15：00～16：30 第1会場
 

継続テーマシンポジウム1　事務職に求められるマネジメント
　　　　　　　　　　　　　～課題は何か、解決の道筋は
 

座長：住田　安弘（JCHO四日市羽津医療センター　院長）
 西辻　　浩（JCHO理事）　　　　　　　　　　　　
 
KS1-1 松谷　秀樹（JCHO仙台病院　総務企画課　総務係長）

 
KS1-2 松本　祥敬（JCHO星ヶ丘医療センター　総務企画課　課長補佐（企画））

 
KS1-3 榎並　竜大（JCHO諫早総合病院　医事課　入院係長）

KS1-4 江畑　直樹（日本経営グループ　株式会社ミライバ　取締役）

 
11月1日（金） 15：00～16：30 第2会場

 

継続テーマシンポジウム2　特定行為研修の効果及び省令改正(研修プログラム改正)について
 

座長：瀧村　佳代（JCHO理事）　　　　　　　　　　　　　　　　　
 吉浪　典子（JCHO本部　企画経営部　患者サービス推進課長）
 
KS2-1 学びの先には ･･･
 ～特定行為研修の効果および省令（研修プログラム改正）について～

清水　弘毅（JCHO徳山中央病院　救急科部長）

 
KS2-2 特定行為研修を終えて
 ―研修の効果と今後の実践に向けての課題―

國次　葉月（JCHO徳山中央病院　看護部）

 
KS2-3 特定行為研修の取り組み～研修調整者の立場から～

茂木　真由美（JCHO埼玉メディカルセンター　副看護部長）

 
KS2-4 特定行為に係る看護師の研修制度の評価ならびに省令改正に伴う研修内容の変更点

村上　礼子（自治医科大学看護学部　教授／看護師特定行為研修センター　研修責任者）

 

http://www.jchs.or.jp/wp/wp-content/uploads/2019/10/5jcho_abstract_ks1.pdf
http://www.jchs.or.jp/wp/wp-content/uploads/2019/10/5jcho_abstract_ks2.pdf

